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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題は、グルーオンのスピン偏極の直接測定を目指す CERN の COMPASS 実験に

よって、核子のスピンの起源を探り、核子の構造をクォーク・グルオンレベルで解明しよう

とするものである。本研究グループは、偏極標的に関してその経験と実績を持つ専門家集団

として、本大型国際協働実験の遂行に中心的な役割を果たしており、高く評価できる。また、

データ収集も着実に行われ、特別推進研究として順調に研究計画が進行しているといえる。

今後、本研究グループのプレゼンスを国際的にさらに高める努力を払い、データ解析を加速

し物理成果の抽出においても十分の貢献をすることが望まれる。 

 
【平成２２年度 研究進捗評価結果に対する検証結果】 

 
 

 研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 


